
 

 

 

 

 

   

 

 

 

令和４年度第１回四條畷市国民健康保険運営協議会会議録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年８月２２日 

 

 

 

 

 

 

 

 

四條畷市健康福祉部保険年金課 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 1 - 

 

四條畷市国民健康保険運営協議会 

 

 １ 日 時   令和４年８月２２日（月曜日） 午後２時００分 

 

 １ 場 所   市役所 本館３階 委員会室 

 

 １ 案 件   （１）会長及び副会長の選出について 

         （２）令和３年度四條畷市国民健康保険特別会計決算見込について 

         （３）その他 

                    

１ 出席者   会長 太田 暁美   副会長 岸田 敦子 

         委員 瓜生 照代    委員 堀内 勇 

         委員 佐倉 公子    委員 原 一洋 

         委員 西村 進一    委員 佐伯 昌彦 

 

１ 欠席者   委員 上田 とよ子   委員 東尾 邦子 

        委員 近藤 明喜子   委員 新井 敏之 

        委員 村上 広美    委員 梅津 珠美 

 

１ 事務局   健康福祉部長             阪本 律子 

健康福祉部次長兼保健センター所長   豊留 利永 

健康福祉部次長兼高齢福祉課長     大塚 幸秀 

         保険年金課長             板東 彰 

同主任             松川 順生 

同主任             秋 和宏 

徴収対策課長             杉本 一也 

   同主任             谷口 美江 
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開会 午後２時００分 

 

○事務局 

 定刻になりましたので、始めさせていただきます。 

本日は、お忙しいところ、皆様には、ご出席賜りまして、誠にありがとうございます。 

ただ今から、令和４年度第1回四條畷市国民健康保険運営協議会を開催いたします。 

本日は、新型コロナウイルス感染症に係る感染対策を行いながら、会議を進行させていただきたい

と考えておりますので、ご理解いただきますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

始めに、資料の確認をさせていただきます。本日の次第、次に四條畷市国民健康保険運営協議会委

員名簿、次に令和４年度第１回四條畷市国民健康保険運営協議会資料、最後に新型コロナウイルス感

染症に係る国民健康保険料減免及び傷病手当金の状況について、資料は以上になります。不足がござ

いましたらお申し出ください。 

それでは、開会にあたりまして、市長より、ご挨拶を申し上げます。 

○市長 

こんにちは。皆様におかれましては、この度ご就任をお願い申し上げましたところ、ご快諾をくだ

さり、心から感謝申し上げます。また本日も公私なにかとご多忙の折、ご出席を賜りましたことを重

ねてお礼を申し上げたいと思います。 

本日の協議会につきましては、令和３年度の決算見込みを案件としてございます。平成５年度以降

継続している黒字を、令和３年度も計上することができまして、この件についてのご説明をさせてい

ただければと思います。この国民健康保険については、皆様もご存じのとおりいわゆる都道府県化、

広域化というものに取り組んでおり、４年が経過いたしました。令和６年度から統一保険料というこ

とを見定めつつ、この間被保険者の皆様の負担軽減という観点から安定化基金を用いまして負担の軽

減に努めてきた次第でございます。 

今後もさまざまな団塊の世代の皆様が後期高齢者になられたりとか、社会情勢の変化というものが

ある中で被保険者の皆様に安心して医療を受けていただける体制の構築、運営をしてまいりたいと思

いますので、引き続き皆様のご協力をよろしくお願い申し上げまして簡単ではございますが挨拶に代

えさせていただきます。本日もよろしくお願いいたします。 

○事務局 

ありがとうございました。 

次に、阪本健康福祉部長より、本日ご出席の委員及び職員を紹介させていただきます。 
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〇事務局 

健康福祉部長の阪本でございます。よろしくお願い申し上げます。 

さて、委員の皆様方には本年３月末の委員任期満了に伴いまして、今期の委員の就任をお願いいた

しましたところ、快くお引き受けいただき、誠にありがとうございます。本日は改選後の初めての協

議会でございます。 

新しく委員となられた方もおられますので、私の方から、改めて委員皆様のご紹介をさせていただ

きますのでよろしくお願いいたします。 

まず、公益を代表する委員といたしまして、太田委員でございます。岸田委員でございます。 

瓜生委員でございます。堀内委員でございます。 

次に、被保険者を代表する委員といたしまして、佐倉委員でございます。原委員でございます。 

次に、保険医及び保険薬剤師を代表する委員といたしまして、西村委員でございます。  

次に、被用者保険等保険者を代表する委員といたしまして、佐伯委員でございます。  

なお、上田委員、東尾委員、近藤委員、新井委員、村上委員及び梅津委員におかれましては、所用

のため欠席でございます。 

委員の皆様には、当協議会の運営につきまして、よろしくお願い申し上げます。 

次に、事務局の職員も一部異動がございましたので、改めて紹介させていただきます。 

健康福祉部次長兼保健センター所長の豊留でございます。 

健康福祉部次長兼高齢福祉課長の大塚でございます。 

保険年金課長の板東でございます。 

主任の松川でございます。主任の秋でございます。 

徴収対策課長の杉本でございます。主任の谷口でございます。 

以上で紹介を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局 

公務の都合上、市長はここで退席させていただきます。 

（市長退席） 

それでは、議事に入らせていただきます。 

現在、本会の会長・副会長につきましては本年３月末の任期満了に伴い、不在となっておりますの

で、議事進行につきましては、会長が選出されるまでの間は、国民健康保険条例施行規則第3条第1項

ただし書きの規定によりまして、公益を代表する委員のうち、年長の委員が議長を務めることになっ

ておりますので、堀内委員、よろしくお願いいたします。 
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○堀内委員 

それでは、指名されました堀内です。今回初めての参加ですが、規定によれば年長者が仮の議長を

する、ということですので務めさせていただきます。着座にて進めさせていただきます。 

議事進行につきましては、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

事務局から、本日の出席者数を報告願います。 

○事務局 

 申し上げます。本日の出席者数は8名です。従いまして、国民健康保険条例施行規則第４条第１項

の規定により、委員定数の半数以上が出席されておりますので、本会議は成立しますことをご報告い

たします。 

○堀内委員 

ただ今の報告のとおり、本会議は成立いたしますので、議事に入らせていただきます。 

まず、本日の会議録署名委員に原委員さんと西村委員さんにお願いいたします。 

それでは案件１の「会長及び副会長の選出」を議題といたします。 

それぞれの選出にあたりまして、事務局の方で説明を願います。 

○事務局 

ただ今の議案、会長及び副会長の選出方法についてご説明いたします。 

国民健康保険法施行令第５条第１項におきまして、会長は公益を代表する委員のうちから、全員が

これを選挙することとなっております。 

また、副会長は、同条第２項で、会長に事故あるときの職務を代行するものとして、前項の規定に

準じて選挙された委員と定められています。 

従いまして、本選出にあたりましては、公益を代表する4名の委員の中からお選びいただくことに

なりますので、ご了承をお願いいたします。 

○堀内委員 

会長、副会長はいずれも、公益を代表する委員の中から選出していただくことになります。選任方

法等につきまして、ご意見等はございますでしょうか。 

○Ａ委員 

 前回と同じように、公益委員の皆さんで話し合いいただきまして、決めていただいたらいかがでし

ょうか。 

○堀内委員 

Ａ委員から、「公益代表委員での話し合いにより選出を」というご提案がございましたが、皆様、
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いかがでしょうか。 

（異議なしの声、あり） 

○堀内委員 

異議なしとして、その通り行います。それでは、公益代表委員での話し合いにより選出という提案

で、ご異議がないようでございますので、公益代表委員の協議による選出ということでお願いしたい

と思います。 

公益代表委員の皆様には別室で協議をお願いいたしますので、暫時休憩といたします。 

（公益代表委員 別室へ移動） 

○堀内委員 

それでは、休憩を閉じて議事を再開させていただきます。 

ただ今、別室で協議いただきました結果、会長、副会長が選出されましたので、事務局から報告を

お願いします。 

○事務局 

会長及び副会長の選考結果をご報告いたします。ご協議いただきました結果、会長に太田委員、副

会長に岸田委員と決定いたしました。以上でございます。 

○堀内委員 

事務局から報告がありましたとおり、会長に太田委員、副会長に岸田委員と決定させていただきま

す。ここで皆様の拍手でもって、確認をお願い申し上げます。 

（拍手） 

○堀内委員 

どうもありがとうございました。それでは、会長、副会長、前の席へお願いいたします。 

○太田会長 

それでは会長就任に当たり一言ご挨拶させていただきます。 

この度会長に任命されました太田暁美です。委員になりまして１年ちょっとというところではござ

いますが、皆様のお力をお借りしながら精一杯努めてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。続きまして副会長からも一言お願いします。 

○岸田副会長 

皆様ありがとうございます。ただいま副会長に選任いただきました市会議員をしております岸田敦

子です。会長を補佐して安定的な国民健康保険の運営に頑張ってまいりますのでよろしくお願いいた

します。 
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○太田会長 

 それでは着座で進めさせていただきます。 

これより、会長として引き続き会議を進めさせていただきます。議事進行につきまして委員の皆様

のご協力をお願いいたします。 

それでは、次に、案件２の「令和３年度四條畷市国民健康保険特別会計決算見込について」を議題

といたします。事務局に内容の説明を求めます。 

○事務局 

それでは令和３年度決算見込についてご説明いたします。私の方からは、保険年金課所管部分につ

いてご説明いたします。資料の２ページをご覧ください。「１ 歳入歳出決算額見込」でございます。

まず歳入の主な項目につきましてご説明いたします。 

国民健康保険料は、１０億８４３万５千円で、前年度比９５．８％、約４,４６５万円の減でござ

います。これは、被保険者数の減少によるものでございます。 

次に、府支出金は、４０億９９４万円で、前年度比１０２．６％、約９，９８５万円の増でござい

ます。これは保険給付費及び保健事業費の増加に伴うものでございます。 

次に、繰入金につきましては、７億１,１０５万円で、前年度比１０３．７％、約２,５３５万円の

増でございます。この要因としましては、財政安定化基金からの繰入金の増加によるものでございま

す。次に、諸収入につきましては、１，９０７万１千円で、前年度比５３．３％、約１，６６８万円

の減で、これは被保険者の資格喪失後受診に伴う返還金精算に係る療養費の精算額が減少したことに

よるものでございます。 

次に、繰越金は、９，７３９万５千円で、前年度比１１０．８％、約９４９万円の増でございます。 

次に、国庫支出金は、１，１１３万３千円で、前年度比４１．７％、約１，５５８万円の減でござ

います。これはコロナ減免額の減少に伴うものでございます。歳入合計は、５８億５,７４１万２千

円で、前年度比１０１％、５,７７２万６千円の増でございます。 

次に歳出につきましては、総務費は、９，３５８万３千円で、前年度比９３．８％、約６１７万円

の減でございます。これは主に人事異動等に伴う人件費の減少によるものでございます。 

保険給付費につきましては３８億５,９８３万３千円で、前年度比１０１．３％ 、約４,８９６万

円の増となっています。要因としましては、令和２年度のコロナ禍による受診控えの影響が回復して

きたものと考えられます。国民健康保険事業費納付金は、１６億６,８９７万９千円で、前年度比１

０１．３％ 、約２,１００万円の増となっています。次に、保健事業費は、５,０８５万９千円で、

前年度比１０８．６％、約４０３万円の増でございます。その主な要因としましては、糖尿病性腎症
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重症化予防事業などの委託料の増加によるものでございます。 

次に、基金積立金は、９,２２６万５千円で、繰越金から国庫負担金等の精算による返還金等を除

いた額を積み立てております。 

次に、諸支出金は、１,１５７万７千円で、前年度比１０３．１％、約３５万円の増となっており

ます。歳出合計は、５７億７,７０９万６千円で、前年度比１０１．３％、７,４８０万５千円の増で

ございます。 

歳入歳出差引額は、８,０３１万６千円の黒字で、単年度収支は、１,７０７万９千円のマイナスで

ございます。 

次に、３ページをご覧ください。被保険者数等の状況でございます。（１）世帯数及び被保険者数

の表をご覧ください。令和３年度は前年度に比べ、世帯数で２９７世帯の減少、被保険者数で６４６

人の減少でございます。その主な要因としましては、その下段（２）被保険者数増減内訳の表で、後

期高齢者医療制度への移行が５９２人となったことによるものでございます。 

次に、加入状況につきましては、加入率が、世帯数で２８．２％、被保険者数で１９．８％、いず

れも１ポイントあまり減少しています。 

次に、４ページをご覧ください。保険料の状況でございます。 

令和３年度の保険料率はご覧のとおりで、前年度に比べて基金の活用により大きな増減は生じてお

りません。次に、賦課限度額につきましては、国民健康保険法施行令の改正により、医療分が２万円、

介護分が１万円増加しております。限度額世帯数等は表に記載のとおりとなっております。 

次に、５ページをご覧ください。 

調定額の状況につきましては、１世帯当たり調定額は、１３万９,１５６円で、前年度比９８．８

９％と減少しており、一人当たり調定額は、８万８,８９６円で、前年度比１００．１２％の増とな

っております。次に、収納率の状況でございます。 

現年度分は、９４．７３％で前年度に比べ０．５７ポイントの増となっております。 

滞納繰越分は、２６．９９％で、前年度比で３．８８ポイントの減でございます。 

次に、保険料の軽減の状況につきましては、件数は４，４７４件で前年度比９６．４％、 １６９

件の減少、金額につきましては２億４,０５２万円で、対前年度比９７．８％ 、約５３８万円の減と

なっております。次に保険料減免の状況でございます。件数は、３５８件で前年度比６８．６％、１

６４件の減となっております。 

金額では、４,７８７万５千円で、前年度比６７．３％、２,３２１万９千円の減となっております。 

これは、所得減少に係る減免が、８５件、コロナ減免が１１３件減少したことが、主な要因でござ
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います。 

次に、６ページをご覧ください。給付の状況でございます。 

表に記載のとおり費用額は、前年度比１０１．６％、一人当たり費用額は、前年度比１０５．４％

の増加となっております。その他給付費の状況は、ご覧のとおりとなっております。 

以上、簡単ではございますが、保険年金課所管部分についての説明とさせていただきます。 

続きまして、保健センターより説明させていただきます。 

〇事務局 

続きまして、保健事業についてご説明いたしますので、８ページをお開きいただきたいと存じます。 

まず、特定健康診査の受診率につきましては、２９％と前年度に比べ１．７ポイント減少しており

ます。これは、月別受診者数によると、第５波のデルタ株がまん延した令和３年７月・８月の受診者

が前年比でマイナス３０％となっております。同様に第６波のオミクロン株がまん延した時期も受診

者数が減少しており、感染拡大の影響が大きいものと認識しております。 

なお、受診率向上に向けた取組みにつきましては、業務委託により実施しており、過去７年間の受

診履歴や結果などのデータを基に、被保険者を５つに分類し、受診勧奨通知を分けております。また

電話による受診勧奨を実施しております。本年度については保健師による電話勧奨を行い、健康相談

も含め、受診の必要性を説明しつつ、丁寧に勧奨している状況でございます。 

次に、特定保健指導につきましては、１４．６％と前年度に比べ８．８ポイント減少しております。

減少の要因につきましては、令和２年度保健指導を実際に受けられた人が令和３年度は利用されない

ことや、対面による保健指導の日時や場所が合わないことが挙げられます。これらのことを踏まえ、

今年度からスマートフォンとＩＣＴによるオンラインでの特定保健指導を導入したところです。利用

のハードルを下げ、いつでも、どこでも利用できる保健指導を行ってまいりたいと考えております。 

次に、令和元年度から、実施している重複多剤投与者に対する取組みにつきましては、重複または

多剤の対象となった２４９人に個別通知を行い、通知後の評価期間中に処方歴があった方のレセプト

を確認したところ、重複については、改善率４０％であるものの、薬剤師による訪問を行った方の重

複解消率は７１．４％となっております。また一人あたりの薬剤費も２４，４２８円減少しておりま

す。多剤については、多剤服薬の解消または改善があった改善率は３０．７％でございました。 

レセプトデータに基づき、適正な医療機関の受診や適切な服薬をめざして個別にご案内することに

より、大きな効果が出ていると考えておりますので、今後も、取組みを継続したいと考えております。 

次に、令和元年度から実施している糖尿病性腎症重症化予防事業につきましては、糖尿病治療中断

者への医療機関受診勧奨業務と糖尿病性腎症重症化予防業務の２つの業務を実施しております。 
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受診勧奨業務では、レセプトより抽出した糖尿病になっておられるのに、治療を中断している方に

対し、受診勧奨を個別通知と電話勧奨を行い、治療を再開させるもので、勧奨後に８人が医療機関を

受診したことを確認しております。 

糖尿病性腎症重症化予防業務では、糖尿病性腎症又は糖尿病の患者が腎不全や人工透析への移行を

防止することを目的に、かかりつけ医と連携しながら、患者自らが体調を自己管理できるよう保健指

導を行うものでございます。３年度では個別案内した１２９人中８人の申込があり、保健指導プログ

ラムを６人が終了しております。 

 令和３年度保健事業費における前年度からの、先ほど保険年金課で説明いただきました約４００

万円増額要因につきましては、主に糖尿病性腎症予防事業の委託料が上がってきたものと、また特定

健康診査と特定保健指導の委託料が少し上がっている部分もあり、４００万円の増額となったもので

ございます。保健事業につきましては以上でございます。 

〇事務局 

続きまして、徴収対策課分をご説明させていただきます。１２ページをご覧ください。 

（１）未収入額等の状況につきましては、令和３年度の国民健康保険料収入済額は、現年度分で８，

４５５万８千円、滞納繰越分で４，７８７万８千円となり、４，１４６万３千円を不納欠損処分とし

たため、繰越未収入額は、１億４，１５６万９千円となりました。 

（２）現年度徴収につきましては、令和３年度は督促状送付の取り組みとして、督促状を９，４７

２件送付し、督促手数料３８万２，６９０円、延滞金７８５万９，４５９円を徴収いたしました。 

コールセンターによる催告として、２，８１１件の架電を行い、７７３万６，３０９円の納付がご

ざいました。 

納付書等投函員業務として、１６７件を訪問し、１８６万７，７５２円の納付がございました。 

平日に来庁が困難な方に対し、休日納付相談を８回実施いたしました。 

次は１３ページをご覧ください。（３）滞納処分の実施につきましては、財産差押として、令和

３年度に１６３件、２，７５９万２，０５５円を差押え、納付額は６３８万２，９４７円となってお

ります。 

 差押え債権の内容としては、預貯金、給与、年金、生命保険等を差押いたしました。交付要求と

して、令和３年度に７件、３４万５，３８３円の配当がございました。公売状況として１件の公売を

行い、６，６１５円を充当しております。 

１４ページをご覧ください。（４）大阪府域地方税徴収機構につきましては、令和３年度は、市税

と合わせ８１件を引継、完結事案４６件でございます。国民健康保険料収入分は１，１０１万４，５
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１８円でございます。以上で、徴収対策課分についての説明を終わらせていただきます。 

○太田会長 

 ただ今の事務局の説明に対し、ご質問、ご意見はございませんでしょうか。はいＢ委員お願いしま

す。 

○Ｂ委員 

 ご丁寧な説明ありがとうございました。一つ教えてほしいことがあります。私は被用者保険等保険

者代表ということで、健康保険組合の常務理事をしております。そちらの方から分担制で各自治体の

この委員会に出席させていただいて教えていただいている、という立場であります。本日お伺いした

いのは、社会的な話題として健康保険組合の支出に占める前期高齢者納付金と後期高齢者支援金とい

うのがございます。健康保険組合の財政の約５０％、或いはそれ以上の金額がこの２つの金額で出て

行っております。何十億単位という1つの健康保険組合の中で、例えば１００億円の予算が有ったら

５０億円以上のこの納付金、支援金をですね拠出しておるということなんです。 

この割合がですね高齢社会、高齢化に伴って非常に大きくなってきているということでですね、

色々と問題提起もありますし、社会的な話題にもなっているということでですね、先ごろ不幸なこと

でお命を落とされた安倍晋三元総理大臣ですね、ほぼ肝入りと言っていいほどですけども、全世代型

社会保障検討会議というのを開かれて、今私が申し上げたこの前期高齢者納付金その他についても議

論がなされたところであります。という前提は申し訳ございません、釈迦に説法でご存じだとは思い

ますけども、その前提に立って質問が一つあります。 

この健康保険組合が支払っているうち、前期高齢者納付金というのが恐らく前提としては、ここの

今の歳入のところに入ってきていると思うんですね、５８億円の全体の歳入のうち、府支出金４０億

円がこれに含まれているのではないかと思います。 

そこで教えて欲しいんですけども、健康保険組合に帰ってどういうふうに納付されているのかとい

うことを教えてやりたいので、ご存じでしたら教えてください。このうち、この４０億円のうち、い

くらぐらいが納付金に相当するのか把握されておりますでしょうか。もし把握されておられるのでし

たら教えていただきたい。ということが１点。 

それから、これはどのような計算手順で配布されているのかということがお分かりでしょうか。も

しお分かりでしたら教えていただきたい。以上２点、ご質問申し上げます。 

〇太田会長 

 はい、今のご質問に対して、事務局からご回答いただけますでしょうか。 

〇事務局 
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 確認してみますのでお待ちいただけますでしょうか。 

〇太田会長 

その他ご質問ございますでしょうか。Ｃ委員お願いします。 

〇Ｃ委員 

 ご説明ありがとうございました。私の方からは、まず決算額の件ですが、令和３年度は前年度の黒

字が９，２００万円あったので、それを基金に積み立てて、令和４年度は１億８千万円繰り入れて保

険料を下げる、と今年の２月にご説明いただいたかと思うんですね。そして今回、令和３年度の決算

では８，０３１万６千円、この黒字額が示されております。そうなると令和５年度は保険料引き下げ

のための繰入はどのような見通しになるのか、お聞きしたいと思います。 

〇太田会長 

それでは事務局、お願いします。 

〇事務局 

 令和３年度分の基金からの繰入、委員お示しのとおり９，２００万円繰越す部分もございましたの

で１億４千万円を保険料引き下げの財源として活用させていただいたところでございます。本市とし

ましては、大阪府国民健康保険運営方針によりまして国保の新制度施行後における保険料額の変化に

対応するために、令和５年度までの間、激変緩和措置が設けられているところでございます。この期

間において毎年度財政安定化基金から１億円を基本に入れる、という考え方をもって進めているとい

うところではございますが、毎年の収支状況であったり、この間続いているコロナ禍の状況を加味し

ながら、基金の活用について検討していきたいと考えております。 

〇Ｃ委員 

 まだ見込みについては、ここでは言える段階ではない、と受け取ってよろしいのでしょうか。 

〇太田会長 

それでは事務局、お願いします。 

〇事務局 

 先ほど申し上げましたように、活用につきましては１億円を基本的に取り崩しを行って、保険料引

き下げの財源に使っていく、という考えは現在も持っているところでございますが、それ以上のとこ

ろにつきましては、先ほども申し上げました通り、総合的に判断していきたいと考えております。 

〇Ｃ委員 

 これはまた後ほどお聞きしようと思っていましたが、コロナ関連の支出が増えたかと思います。し

かしながら、前年度の時には黒字分はそのまま基金へ積み立てできるという表現だったかと思うんで
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すね。なのでこのようにお聞きしているんですが、ということは３年度に見込まれる８千万円の黒字

は諸事情によって一律に基金に積み立てるとか言えない、そう理解してよろしいでしょうか。 

〇太田会長 

事務局どうぞ。 

〇事務局 

 前年度黒字分につきましては、国費等の精算を行ったのち、残り分を基金に積み立てるということ

で、３年度につきましては８，０３１万６千円、こちらを４年度の国費等の返還金を引いた分につき

まして４年度の国保特会に繰入れていくという形になります。基金にその額を積み立てた後は、大阪

府の方で事業費納付金と標準保険料率の算定が行われますので、その状況を踏まえて本市の保険料率

を設定するなかで、基金から１億円を基本に入れていきますが、そこでどのような料率を設定してい

くかについて適切に行ってまいりたいと思います。 

〇太田会長 

ありがとうございます。その他何か、ご意見ございますでしょうか。はい、副会長お願いします。 

〇岸田副会長 

 Ｃ委員の質問に関しては状況は分かりましたが、令和６年度から府内統一保険料に向けて、保険料

の値上げが予想されるので、ゆるやかな値上げになるように大阪府に意見など言っていただいている

と思うんですが、その状況はどうなんでしょうか。お聞かせください。 

〇太田会長 

事務局お願いします。 

〇事務局 

今、副会長からご指摘いただきましたように、令和６年度の保険料率の上昇については、本市とし

ても懸念しているところでございます。そのことに対しまして、大阪府には統一保険料率の抑制を最

優先課題と認識していただきまして、統一したことによる被保険者の負担の増加に対する財政支援措

置の実施や保険料率の上昇を抑制する仕組みの検討を要望しているところでございまして、今後につ

きましても引き続き要望していく考えでございます。 

〇岸田副会長 

 ありがとうございます。よろしくお願いします。あと、保険料の減免について、５ページでしたか

ね。一番下の表に掲載していただいているので、先ほどご説明のなかで、コロナ減免と所得減少がか

なり少なくなったとのことですが、３割以上の大きな減少でびっくりしております。本市が全国でも

トップクラスと言える減免制度、その対象が広いとのことで評価もされていた。それが大阪府の基準
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に合わせていかないといけないという、私たちもジレンマがあるんですけれども、本市が独自にやっ

ていた家族の人数が多い世帯の減免とか、借金や家賃の負担が多い世帯への減免とか、障がい者も重

度に限られて軽度の人は対象から外れたという状況があったと思いますので、市独自の減免制度が縮

小されたことによって、この減免も減った影響もあるのかなと思うんですが、先ほど所得減少とコロ

ナ減免のトータルが１９８件ですかね、所得減少で８５件でコロナ減免で１１３件の減少、私もすぐ

計算できないんですが、それ以外で市独自の制度が縮小されたことによる影響は、全体でどの程度で

見込んでいるのか、お聞かせいただきたいと思います。 

あと２点あるんで、まとめて言わせていただきますけれども、子どもの医療費助成の関係で、この

四條畷市では１８歳まで拡充する条例案が、この９月議会で提案されるということの説明があったん

ですが、これは大変喜ばしいことですが、一方で国保にも医療費助成は関係あるということで、確認

させていただきたいんですが、自治体が独自でこの子ども医療費助成を実施していることによって、

国民健康保険の会計に減額措置が行われてきていたと。これは地方から批判があって、未就学児まで

は平成３０年度でしたか、廃止をされたと確認していますが、本市はそれ以上に中卒までを現在対象

にしているので、この小学校１年生から中卒までの医療費助成というのは、国保会計の減額措置がど

うなっているのか、額がどれぐらいなのか、お伺いしたいと思います。答えられる範囲でお願いしま

す。 

あと、最後に保健センターの関係なんですが、今ご説明いただいた、いろいろコロナ禍でも事業を

されているのには、感謝しております。ただ、コロナ禍が続いていて、自宅療養者への支援物資の手

配も保健センターがやっていただいていると、新たな業務が増えている中で職員体制がどうなってき

ているのかなと。心配はしております。ちなみに自宅療養者への支援物資は、私の周りの人からも中

身が充実していて大変助かったと、伺っています。これは国保の事業とはまた違いますね。ただ、職

員配置の拡充という状況はどうなのか、確認させてください。 

〇太田会長 

事務局お願いします。 

〇事務局 

 まず、保険料減免についてでございます。令和２年度から３年度に、減免項目が廃止や縮小となっ

たことで対象外となった世帯につきましては、６０世帯程度と見込んでございます。 

次の子ども医療費の助成につきましては、副会長からもお話ありましたように、平成３０年度から

につきましては、未就学児は減額調整の対象外となっておりますが、本市につきましては就学児、中

学生まで医療費助成が行われることに伴いまして、国民健康保険につきましては、地方単独事業とい



- 14 - 

 

う位置づけで国庫負担金の減額措置されているという現状でございます。内訳につきましては数字で

は持ち合わせていないんですが、全体といたしまして一般会計から減額調整に伴って繰り入れている

金額は、令和３年度で３９１万５，２２８円でございます。 

〇事務局 

 保健センターの事業の体制の部分で、ご質問いただきました。コロナ禍が始まって３年目になりま

すが、他の部署と同様に、通常の業務にプラスでコロナ対策の事業を取り組んでいる状況でございま

す。保健センターでいいますと、乳幼児健診、がん検診、先ほどの特定健診、特定保健指導といった

通常業務の他に、先ほどありました様に自宅療養者支援等の生活支援であったりとかの部分を取り組

みさせていただいているのは、他の部局と同様かなと思っておりますが、それにプラスしてコロナワ

クチンの接種も兼務してやっておりますので、その負担は他の部局と同じように重くのしかかってい

るのが実情かと思っております。また職員体制の補充についてですが、事務職については令和３年５

月に２名を体制組んでいただいてありがたいと思っておりますが、一方で保健師については、退職者

の補充がなかなかうまくいかずに欠員が生じているとなっておりますので、こんにちは赤ちゃんで訪

問であったり特定保健指導といった保健事業で訪問指導する時には体制を作る点は苦慮しているとこ

ろが正直なところです。 

〇太田会長 

副会長お願いします。 

〇岸田副会長 

 いろいろとありがとうございました。減免に対しては、他市でも独自でやっていた制度を大阪府に

合わせて縮小すると。多くの対象があるならばそういったところは残してほしいと、令和６年度に開

始になりますので大阪府にそういう要望を続けていただきたいと思います。 

 保健センターの職員体制に関しては、本当にご苦労いただいてまして、コロナ禍もありまして、市

も全体の職員体制を考えながらとは思いつつ、本当にいろいろな業務をやっていただいてますので、

議会の方からも声を上げていかないといけない部分であると思いつつ、拡充できるなら市民の健康を

守る大事な部署ですので担当課からもお願いしてほしいと思います。以上です。ありがとうございま

した。 

〇太田会長 

 ありがとうございます。その他、何か意見等はございますでしょうか。ありませんでしょうか。 

〇事務局 

最初にＢ委員からご質問いただきました内容につきまして、前期高齢者納付金分の額と後期高齢者
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支援金分の額と、その判定の仕方が質問内容だったかと思いますが。申し訳ありませんが、後期支援

金分として保険料から入ってきた金額はお答えできるんですが、前期高齢者納付金分の額及び算定方

法につきましては今お答えが難しい状況ですので、後日書面で各委員さんにお送りさせていただきた

いと思いますのでご了承いただきたいと思います。後期高齢者支援金分の金額は２億４，７１３万９

千円となります。保険料として入ってきた分のうち、後期高齢者支援金分としての額になります。 

〇Ｂ委員 

ちょっと聞き方がまずかったみたいで、今保険料の内とおっしゃいましたが、保険料の中に後期高

齢者支援分というのが入っているのですか。私が教えて欲しかったのは、先ず、後期高齢者支援金と

いうのは、自治体じゃなくて広域連合に行っているものだとばかり思っていたのですが、直接その四

條畷市に来るものなのですか。それはちょっと新たな疑問です。質問したのは、前期高齢者納付金と

いうものです。これは、そもそも健康保険組合の方からどういうルールで支出しているかというのは

多分、把握しておられると思って質問していないのですが、それなりに健康保険組合の中にいる前期

高齢者の比率で決まっているのですけども、それをどこかが取りまとめて、我々は厚生労働省に払う

訳ですけども、そこを分配されているというところまでしか分かっていないんです。それを知る手立

てはあるんでしょうけども、義務がない。ということなので公によく分かっていないという点と、こ

の四條畷市については具体的にいくらというのは、これはもうお伺いするしかありませんでしたので、

いくらくらいに相当するでしょうということです。 

もう一度言います。前期高齢者納付金ですね、これに健康保険組合が支出した分が一体こちらに来

る時にはいくらくらいになっているんでしょうねという話なんです。で、恐らく私が想定したのは府

支出金として今４０億円ございます。この中に入っているんじゃないかなと思ったんでそのような聞

き方をしたんですけども、今教えていただいたところによると、そうじゃなくって国民健康保険料の

１０億円の中に入っていますよと、しかもそれが後期ですよというお話なんですかね。ちょっとそこ

が２つともよく分からないので、質問をまた改めてしてもいいんですけども、今教えて欲しいのは、

前期高齢者納付金が４０億の中に入っているのであればというのが前提として一つ出ますね、あれば、

いくらぐらいですか。それとどのような仕組みで計算基準で算定されているのでしょうかちょっと教

えていただけませんか。 

〇太田会長 

 事務局改めての質問となりましたが、いかがでしょうか。 

〇事務局 

 申し訳ありません。質問をちゃんと捉えられていなくて。保険料ではなくて、府支出金として入っ
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てくる分の後期高齢者支援金分の金額ということで認識させていただきましたので、それにつきまし

ても後日回答ということでお願いさせていただきたいと思います。 

〇太田会長 

 はい、事務局お願いします。 

〇事務局 

 Ｂ委員様からご質問いただきました件なんですけれども、前期高齢者納付金につきましては、直接

市には入ってこない状況となっております。というのも新制度施行後、財政の運営主体は大阪府にな

っておりまして、保険給付費等に生じたものは大阪府に事業費納付金として納め支払われる。その経

過の中で前期高齢者納付金の額を市で直接算定しているものはないということになっております。で

すので府支出金の項目については、保険給付費等に要した普通交付金や特別交付金、その他、医療費

助成といった府補助金といった額を計上させていただいているといった状況でございます。 

〇Ｂ委員 

ありがとうございます。ということは結局、先程私一番最初にお示ししたのが、このうちいくらく

らいが納付金に相当するのか把握されていますかということをお伺いしたんです。もし把握されてい

るのであれば、教えていただきたいなということなんですけども、答えとしては把握されていないと

いうことなんですね。 

〇事務局 

前期高齢者納付金についての市町村が事業費納付金として徴収されている額は今把握していないと

いうことです。 

〇Ｂ委員 

徴収されているとおっしゃいましたけども、支払の中にもそういうものがあるのですか。じゃなく

て府支出金の内訳ではないのですか。もう一度ちょっと教えていただけますか。 

〇事務局 

前期高齢者納付金という名目で、府支出金で歳入に係るものが市国保特会に入ってきているものは

ないということです。 

〇Ｂ委員 

私の説明が下手で申し訳ありません。府支出金は府支出金ということでその内訳もあるのかないの

かよく知らないのですが、そこをお尋ねしたら、べつにそこの内訳教えてくださいと言えば済む話で

あったと思うんですけども、それではいまおっしゃるとおりで分からないはずです。ただ、仕組みと

して被用者保険に関わらず他にもあるんです。国保以外の例えば協会けんぽさん、今日お休みですけ
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ども、から納付金としていくらか、まあ平たく言えば回しているというお金があって、そちらが回っ

てきている分というのは、この５８億の中に入っていると思ったんです。金額の規模からしてみても

府支出金４０億だなと、で、この４０億のうちいくらくらいがそれに相当するのかを知りたいという

のが、納付金を支払っている側とすれば当然普通の疑問だと思うのですが、この場にいらっしゃる皆

さんが全てお給料として払っている限りは税金が発生しています。それがどこで使われているかとい

うのはお知りになりたいというか関心が高いものではないかなと思うんですけども、一般の被用者保

険、つまりサラリーマンの健康保険料というのは、どんなふうに使われているのかというのは我々も

ずうっと組合員さんに説明しているのですが、そういう方々に対して説明を求められたら説明をして

あげたい。 

ですからそれについては、直接の例えば四條畷市さんの場合はこうなってましたよという答えをし

たいんですけども、こうなってましたよという答えが四條畷市さんの場合は府支出金としてしか把握

されておられない。その内訳はどうというのは調べてみないと分からないというお答えでよろしいで

しょうかね。 

〇太田会長 

事務局お願いします。 

〇事務局 

後日回答させていただきたいと思います。 

〇Ｂ委員 

だからいいんです。いいんですけども、とにかく今は把握されていないということでよろしいんで

すねということをお伺いしたいんです。 

〇事務局 

数字の方につきましても現在持ち合わせていないような状況でございますので、改めて今ご質問い

ただいた内容を踏まえて回答させていただきたいと思います。 

〇Ｂ委員 

お時間とらせてすみませんでした。 

〇太田会長 

 ありがとうございます。 

この件につきましては、書面でまとめて報告ということでよろしくお願いいたします。 

この他ご意見、ご質問等ございますでしょうか？ 

ないようですので、この件につきましては以上で終わらせていただきます。 
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 次に、案件３「その他」とありますが、事務局から何かありますでしょうか。 

○事務局 

案件（３）その他について、補足なんですが説明させていただきます。本日お配りさせていただい

ております「新型コロナウイルス感染症に係る国民健康保険料減免及び傷病手当金の状況について」

という資料について説明させていただきます。報告になりますが、新型コロナウイルス感染症の感染

拡大に関連して、新型コロナウイルスによる減収や受診など、被保険者への影響をかんがみて、保険

年金課では、令和２年度から引き続き令和３年度も国民健康保険料の減免申請及び傷病手当金の支給

を受け付けているところでございます。 

「１保険料の減免」については、令和３年度では申請が９８件、減免額が１，８０４万７，７００

円となっております。令和３年度につきましても令和２年度と減免額の算定方法に変更はございませ

ん。ですが前年度の収入額の３０％以上減少が見込まれる場合などに対象となるため、前年度より減

となっている状況でございます。 

「２傷病手当金」については、前回協議会で適用期間の延長は、令和４年６月末までと報告させて

いただいておりましたが、その後の国通知により、現在は令和４年９月末まで、再度、適用期間が延

長されております。直近の状況といたしまして、令和４年７月末時点で、申請が１１件、支給額が３

６万２，６２３円となっております。案件（３）その他については以上でございます。 

○太田会長 

ありがとうございます。ただ今の事務局の説明に対し、ご質問、ご意見はありませんか。 

ないようですので、この案件につきましては、以上で終わらせていただきます。 

これで、本日の案件は全て終了いたしました。これにて会議を閉会いたします。委員の皆様、あり

がとうございました。 

 

 

閉会 午後３時１５分 


